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我々は、気球搭載型硬 X 線望遠鏡による天体観測を目標に、X 線望遠鏡等の大型・長尺の構造物の姿勢を制
御する汎用性の高い姿勢制御システムの研究開発を進めている。このシステム開発では、先行開発を行った気球
VLBIが獲得した知見 (例：土居他 2021)をベースに、硬X線撮像気球実験 SUMITやその他の気球実験の技術を
参考に進めている。我々は、硬 X 線観測を主目的としているが、姿勢制御を必要とする多くの大気球実験ユー
ザーのニーズに応えることを目的に、広範な天文学研究に資する姿勢系の共通バスを念頭に開発する。
本研究では、一足飛びに大型・長尺のフルスケール実験に挑むのではなく、段階的にステップアップを図るた

めフルスケールの試験に先立つスケールモデルの性能実証試験 (BACS: Balloon-borne Attitude Control System)
を実施する計画である。BACS実験の姿勢系は、粗姿勢制御系と精密姿勢制御系との組み合わせで実現される。
BACS実験をスムーズに実施するためには、気球フライト条件下での粗姿勢系の性能を理解すること、ならびに、
精密姿勢制御のロジック開発に必要なデータを取得することが必要であり、そのための粗姿勢系のみを搭載した気
球フライト実験 (BACS0)を 2026年度に実施する予定である。本講演では、2026年度実験予定の気球実験BACS0
の準備状況ならびに 2027年度実施を計画している BACS1実験の開発の状況について報告する。


